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栗駒小学校の４年生との交流を６月４日（水）と６月１１日（水）に行いました。栗駒小学校の児童

が自分たちで考えてきた手作りボウリングや折り紙教室などの遊びを通して、交流を深めました。交流

後、栗駒小学校の児童が「金成支援学校の人たちも、努力して勉強しているのが分かりました。」「金成

支援学校はみんな優しくて、とても楽しい学校だと思いました。」「日直の子が頑張っていました。」「み

んなちゃんと先生の話を聞いていました。」など、発見したことや分かったことを伝えてくれました。栗

駒小学校の担任の先生からは、「『違い』を理解･･･などと考えていたのですが、子供たちがそんな隔たり

を感じることなく、目線を合わせたり、手を繋いだりしてコミュニケーションを取ろうとしていた姿を

見ることができ、それが大きな収穫でした。」とコメントを頂きました。良い交流になって良かったです。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ７月２日（水）に小・中学部、７月８日（火）に高等部の体験学習会がありました。先月行った学校

見学会で金成支援学校に興味を持った栗原市内の園児、児童、生徒が実際にクラスに入って、支援学校

の学習を実際に体験しました。小学部では、「ことば遊び」の学習に、中学部では、「作業学習（陶芸、

手工芸）」に、高等部では、「作業学習（園芸、木工、陶芸、手工芸）」に参加しました。どのお子さんも

真剣な表情で学習に取り組んでいました。 
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